
                            令和６年６月２８日 

 

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律 

第２０条第 1 項に基づく情報公表 

 

                             令和６年４月現在 

 

① 女性労働者に対する職業生活に関する機会の提供 

【令和５年度に採用した労働者に占める男性・女性労働者の割合】 

 

     （職 種）          （男 性）      （女 性） 

◯一般職           ：  １００％（１人）     ０％（0 人） 

 

◯研究職           ：   ６７％（６人）    ３３％（３人） 

 

◯研究職（任期付）      ：   ７０％（７人）    ３０％（３人） 

 

◯非常勤職員（事務）     ：   １７％（８人）    ８３%（３８人） 

 

◯非常勤職員（専門研究員等） ：   ７５％（３人）    ２５%（１人） 

 

 

【男女の賃金の差異】 
 

区分 
男女の賃金の差異 

（男性の賃金に対する女性の賃金の割合） 

全ての労働者 ５６．３％ 

正規雇用労働者 ７４．１％ 

非正規雇用労働者 ６３．７％ 

 
対象期間：令和５年度（令和５年 4 月 1 日～令和６年 3 月 31 日まで） 

賃金：基本給（俸給、基本賃金）の他、時間外勤務手当や賞与等の諸手当を含み、退職

手当及び通勤手当を除く。 

正規雇用労働者：期間の定めなくフルタイム勤務する労働者 

非正規雇用労働者：短時間労働者及び有期雇用労働者 

※短時間労働者については、正規雇用労働者の所定労働時間で換算した人員数を基に

平均年間賃金を算出している。 

 

 

② 職業生活と家庭生活との両立に資する雇用環境の整備 

【令和５年度男女別の継続雇用割合】 

平成２６年度以降採用者（定年制職員） 

 

    （職 種）          （男 性）       （女 性） 

◯一般職           ：   ６７％（６人）    １００％（１人） 

 

◯研究職           ：   ９８％（５５人）   １００％（１３人） 


